


●変貌する湯治場

70年も昔のこと、化学科の学生だったので、温泉関係の
文献で東京の山間部にあるラジウム温泉を見つけ、サンプル
採取に出かけたのです。これが最初の温泉探訪でした。

深い地層に浸み込んだ水が、周辺の地層から様々な物質を
融かしこんで温泉になります。戦後早々のころですから、放
射線や放射物質に、特段の関心がありました。

採取作業後に案内された温泉の風呂は、何と自宅と同じ木
桶でした。看板に偽りがあるわけではなく、湯は確かに泉源
から運んでいましたが、温泉の趣きがないのです。(写真3)

昭和の時代になると石炭やガスが普及し、温泉でなく、個
人の住宅にも風呂を設けて入浴するようになっていました。
従って、湯治場の方も変貌を強いられていたのでしょう。

確かに温泉法が保障する温度と成分を持つ泉源から運ばれ
た湯なのです。しかし子どものころに連れて行かれた本格的
な湯治場とは全く違う趣きに目を見張った覚えがあります。

大学を卒業したばかりの頃、紀州の田辺市で医院を営んで
いた親戚の人に誘われて泊りがけで遊びに行ったことがあり
ました。そして、近くにある白浜温泉に誘われたのです。

誘われた温泉宿は構えも立派で、裏側に大きな石を積んだ
露天の風呂がありました。大石の間から太平洋が見え、風が
強いときは海の水が湯に飛び込むという説明でした。

高潮や台風の時には、そのようなことが起きそうに見えま
す。しかし海が穏やかでは、開けた海を眺めて雄大な気分に
なるだけで、残念なことに夕食に呼ばれてしまいました。

保養が主だった温泉地は、現在、豪華な食事や宿泊設備を
用意し、さらに遊戯施設との連携、入浴設備の多様化などを
行い、内外からの客への対応に努めています。

1000年からの歴史を紐解いてみると、新しい時代の姿が
描けそうです。温泉をダシにした大規模な歓楽街になってし
まうような気がしてなりません。
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(写真3)ラジウム温泉で案内されて驚いた
温泉の木製浴槽

「ここに泉源からの湯を運び入れた湯に入る。
執筆者作製」


